
日新グループ／日新林業 株式会社

　日新グループの主力製品は、国内シェア30％を
誇る合板。その原材料となる原木を国内外から途
切れなく調達するのが、原木部所属の精鋭だ。主
に外材集材を担当する足立さんらは年に数回、仕
入れ先のカナダに向かい、原木の品質や作業状況
などをチェックする。「船積みされる前に現地で確
認を行い、グループ会社が求める高品質の原木を
的確に仕入れるのが狙いです」。一方、取り扱う原
木全体の約9割を占める国産材を各地から集めて
いるのが、中本さん。現地で価格や数量、納期な
どについて交渉を重ね、月の半分は出張だという。
「注文から納入までのリードタイムが長いのが原木
調達の特徴。天候などにも左右されやすく、大変
です」
　ベテラン2人をアシストしつつ、経験を積んでい
るのが若手2人。西田さんは、語学力を生かした
貿易先とのコミュニケーションからフォークリフトや
大型バンの運転まで何でもこなす。松本さんは、
請求書の内容確認や書類作成など事務作業をほぼ
一人で担当。「尊敬できる先輩方とチームで仕事を
行えるので、多くを学べます」と声を揃える。

　日新グループが島根県内で所有する山林は約
1000ha。その管理を担うのが日新林業山林部
だ。丸太径約25～30センチに生育したスギやヒノ
キを伐倒、枝払いをして長さを切り揃え、山中の
険しい道を専用の林業機械で搬出する。15～20
メートルもの木を安全かつ適切に切り倒すには経験
や知識、技術力が求められ、一瞬の油断も許され
ない。藤澤さんは、「生えている場所や高さ、大
きさ、枝付きは一本一本すべて違います。曲がり
方や傾き方も違うので、それぞれ切り方も変えて
います」と伐倒、そして木の奥深さを語る。
　うまく倒せても一本1トン以上ある木を運ぶのは
容易ではない。そこで登場するのが、高性能の林
業機械だ。保有する資格数は40以上と、同社随一
の林業機械オペレーターである荒砂さんは、「機械
をうまく使うことで現場での作業が効率化されるだ
けでなく、さまざまな知識も身に付きます」とその
メリットを語る。年に一度の山林研修も山林部が担
当。林さんは、「工場で“材料”として木を見るだ
けでなく、山に生えた状態からの作業に加わること
で社員にも木の大切さを体感してほしい」と話す。

一本一本の木に向き合い、
適切に管理・伐採

高品質の原木を国内外から調達

採用担当者からあなたへ

事業内容

原木部 課長
足立　健さん

山林管理経営、国産材・外材の原木調達、
合板・製材品の仕入れ・販売、合板二次加工
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精鋭の会社ですので、様々
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